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学
術
会
議
解
体
法
案
が

衆
院
本
会
議
で
強
行
採
決
。

「
自
民
、
公
明
、
維
新
が
賛

成
し
た
。
日
本
共
産
党
と

立
憲
民
主
、国
民
民
主
、れ

い
わ
新
選
組
、
参
政
、
日

本
保
守
の
各
党
は
反
対
し

た
」「
法
案
は
、学
術
会
議

の
独
立
性
を
奪
い
、
軍
事

研
究
は
じ
め
政
府
・
財
界

の
意
に
沿
う
よ
う
学
術
界

を
動
員
す
る
も
の
だ
」「
参

院
で
徹
底
審
議
の
う
え
廃

案
に
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
直
接
交
渉
。「
侵
攻
直
後

の
協
議
か
ら
３
年
ぶ
り
だ

が
、
首
脳
同
士
の
交
渉
は

実
現
し
な
か
っ
た
」「
捕
虜

交
換
は
合
意
し
た
よ
う

だ
」「
早
く
戦
争
を
終
わ
ら

せ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
産
自
動
車
が
２
万
人

リ
ス
ト
ラ
発
表
。「
決
算
会

見
で
６
７
０
８
億
円
の
最

終
赤
字
。
２
０
２
７
年
度

ま
で
に
７
工
場
を
閉
鎖
し

て
２
万
人
削
減
を
発
表
し

た
」「
全
従
業
員
の
15
％
の

削
減
だ
」「
従
業
員
や
下
請

け
企
業
が
犠
牲
に
な
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

  

「
子
ど
も
に
十
分
食
べ

さ
せ
ら
れ
な
い
」。お
米
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

値
上
が
り
し
都
民
の
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
都
の
物
価
高

騰
対
策
は
、
予
算
総
額
の

わ
ず
か
０
・
９
％
に
と
ど

ま
る
一
方
、
再
開
発
や
大

型
道
路
建
設
な
ど
「
財
界

も
っ
と
く
ら
し
に
光
を

物
価
高
か
ら
都
民
生
活
を
守
ろ
う

　
　
日
本
共
産
党
が
緊
急
要
求な

く
、
都
民
に
寄
り
添
う

姿
勢
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
都
の
予
算
は
17
・

８
兆
円
、
し
か
も
税
収
は

５
４
０
０
億
円
も
増
え
て

い
ま
す
。
巨
大
な
財
政
力

を
全
面
的
に
活
か
し
て
す

べ
て
の
人
に
光
を
あ
て
ま

す
。

農業と安全の売り渡し反対

　日本消費者連盟声明

　

日
本
消
費
者
連
盟
は
２

日
、
緊
急
声
明
を
発
表
し
、

米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
追

加
関
税
要
求
に
は
正
当
性

が
な
く
、
日
本
政
府
は
対

等
の
立
場
で
各
国
と
共
同

し
、
政
策
変
更
を
求
め
る

べ
き
だ
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
日
米
交
渉
で

「
工
業
製
品
の
輸
出
の
確

保
と
引
き
換
え
に
、
農
畜

産
物
輸
入
の
大
幅
拡
大
と

食
の
安
全
等
に
係
る
基
準

が
非
関
税
障
壁
と
し
て
大

幅
緩
和
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
強
い
懸
念
を
示

し
、「
食
料
を
大
量
に
輸
入

す
る
こ
と
な
く
、
国
内
農

業
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
考
え
る
べ
き
だ
」
と
訴

え
て
い
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
の
訓
練
機

が
墜
落
。「
小
牧
基
地
を
離

陸
直
後
に
池
に
墜
落
し

た
」「
乗
員
２
名
。
緊
急
通

報
も
な
く
墜
落
し
た
」「
愛

知
県
平
和
委
員
会
は
原
因

究
明
と
再
発
防
止
を
申
し

入
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
大
谷
選
手
が
絶
好
調
。

２
打
席
連
発
の
15
号
だ
」

「
佐
々
木
朗
希
投
手
が
故

障
者
リ
ス
ト
に
入
っ
た
の

は
残
念
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
。「
大
の
里
が
好

●
賃
上
げ

　

賃
上
げ
へ
一
人
あ
た
り
12
万
円
の
中
小
企

　

業
支
援
、
20
万
人
規
模
で

●
住
宅         　

　

１
０
０
万
世
帯
へ
の
月
１
万
円
の
家
賃
補

　

助
●
子
育
て
、
教
育
支
援

　

修
学
旅
行
・
制
服
な
ど
無
償
化
、
通
学
定

　

期
へ
の
補
助

●
医
療

　

国
保
料
（
税
）・
後
期
高
齢
者
保
険
料
を
一

　

人
３
万
円
引
き
下
げ
、
18
歳
ま
で
は
無
料

　

に
●
暮
ら
し

　

水
道
料
金
10
％
値
下
げ
と
シ
ル
バ
ー
パ
ス

　

無
料
化
、
１
人
１
万
円
の
生
活
支
援
給
付

　

金

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
事
業
に

巨
額
が
投
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
金
が
な
い
の
で
は

調
だ
」「
休
場
明
け
の
豊
昇

龍
も
気
に
な
る
」「
所
沢
出
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

身
の
北
勝
富
士
が
引
退
し

た
。
残
念
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

16
日
、
九
州
南
部
が
梅

雨
入
り
。「
平
年
よ
り
２
週

間
早
い
」「
九
州
南
部
が
沖

縄
よ
り
早
い
の
は
初
め
て

だ
と
い
う
」

能動的サイバー法成立

国民の通信監視
戦争呼び込む危険

　
「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防

御
法
」
が
16
日
の
参
院
で
、

自
公
維
、
国
民
、
立
民
な

ど
の
賛
成
で
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。

　

膨
大
な
個
人
情
報
を
政

府
が
吸
い
上
げ
る
仕
組
み

が
つ
く
ら
れ
、
国
民
の
通

信
情
報
を
常
時
収
集
・
監

視
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
憲
法
が
保
障
す

る
通
信
の
秘
密
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
を
侵
害
し
、
事

実
上
の
国
家
警
察
の
復
活

で
す
。「
通
信
の
秘
密
」を

書
き
込
む
修
正
が
入
り
ま

し
た
が
、
仕
組
み
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
警
察
や
自
衛
隊
が

海
外
の
サ
ー
バ
ー
に
侵

入
・
無
害
化
す
る
攻
撃
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
相
手

国
の
同
意
な
く
ア
ク
セ
ス

す
れ
ば
、
先
制
攻
撃
と
み

な
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。数
年
前
、米
サ
イ
バ
ー

軍
が
日
本
へ
の
部
隊
派
遣

を
打
診
し
て
き
て
お
り
、

「
能
動
的
サ
イ
バ
ー
法
」は

サ
イ
バ
ー
戦
略
を
海
外
に

展
開
す
る
ア
メ
リ
カ
の
要

求
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
井
上
哲

士
議
員
は
反
対
討
論
で

「
日
本
を
戦
争
に
巻
き
込

む
こ
と
は
到
底
容
認
で
き

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

上
場
企
業
の
過
去
１
年

間
（
２
０
２
４
年
５
月
～

25
年
４
月
）
の
自
社
株
買

い
計
画
（
取
得
枠
設
定
）

の
合
計
額
が
、
21
・
５
兆

賃上げ資金奪う
自社株買い計画 21.5 兆円　
　 前年から倍増

円
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
日

本
共
産
党
の
集
計
で
わ
か

り
ま
し
た（
表
）。
前
年
の

10
・
８
兆
円
か
ら
ほ
ぼ
倍

増
し
て
お
り
、
自
社
株
買

い
で
株
価
を
つ
り
上
げ
る

株
主
優
先
経
営
へ
の
傾
斜

が
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

自
社
株
買
い
取
得
枠
設

定
額
21
・
５
兆
円
を
就
業

者
数
６
７
８
１
万
人
（
24

年
平
均
）
で
割
る
と
、
１

消
費
税
の
逆
進
性
が

ひ
ど
す
ぎ
る

　

税
の
大
原
則
は
応
能
負

担
で
、
こ
れ
に
も
と
づ
く

の
が
累
進
課
税
で
、
実
質

的
公
平
性
が
保
た
れ
ま
す
。

共
産
党
の
要
求
に
財
務
省

が
渋
々
出
し
て
き
た
推
計

グ
ラ
フ
に
よ
る
と
実
収
入

２
０
０
万
円
台
の
所
帯
の

消
費
税
は
実
収
入
の
５
・

５
％
。
１
５
０
０
万
以
上

の
家
計
で
は
２
・
８
％
で
、

２
０
０
万
円
台
の
ほ
ぼ
半

分
。
逆
進
性
が
あ
ま
り
に

も
ひ
ど
過
ぎ
ま
す
。

　

所
得
税
の
累
進
制
が
確

保
さ
れ
て
い
て
も
消
費
税

の
逆
進
性
で
、
８
０
０
万

以
下
の
所
帯
で
ほ
ぼ
累
進

制
が
な
く
な
る
状
況
で
大

問
題
で
す
。

　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

ガザ連帯の学生釈放
　　　 （アメリカ）

　

東
部
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
の
タ
フ
ツ
大
学
に
通

う
ト
ル
コ
国
籍
の
大
学
院

生
オ
ズ
ト
ゥ
ル
ク
さ
ん
は

３
月
、
街
中
で
突
然
連
行

さ
れ
、
学
生
ビ
ザ
を
取
り

消
さ
れ
、
６
週
間
に
わ
た

り
、
南
部
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

の
移
民
税
関
捜
査
局
の
施

設
で
拘
束
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
オ

ズ
ト
ゥ
ル
ク
さ
ん
が
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
つ
な
が
り
の

あ
る
企
業
と
の
関
係
を
断

つ
よ
う
大
学
に
求
め
た
論

文
の
共
同
執
筆
者
と
な
っ

て
い
た
こ
と
を
、
拘
束
の

理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
ま

し
た
。

　

バ
ー
モ
ン
ト
州
の
連
邦

地
裁
は
、
オ
ズ
ト
ゥ
ル
ク

さ
ん
が
「
暴
力
に
加
担
し

た
り
助
長
し
た
証
拠
は
全

く
な
く
、犯
罪
歴
も
な
い
」

と
断
言
。
表
現
の
自
由
は

憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利

ハ
ロ
ー
、は
い
さ
い
、ま

た
あ
し
た
！
―
「
沖
縄

の
心
」
に
向
き
合
う
旅

の
記
録

　
　

平
尾
彩
子
著

　
　

花
伝
社

　
　

本
体
１
７
０
０
円

　

青
春
時
代
に
沖
縄
に
つ

い
て
何
も
出
来
な
か
っ
た

と
の
後
悔
を
、
人
生
の
最

後
の
仕
事
に
し
よ
う
と
沖

縄
に
旅
立
つ
。
摩
文
仁
の

丘
に
立
ち
礎
の
名
前
に
触

れ
、「
ひ
め
ゆ
り
」
の
乙
女

と
向
き
合
い
、
基
地
を
訪

れ
、
バ
ス
の
乗
客
と
会
話

し
本
土
人
と
の
微
か
な
拒

絶
を
感
じ
る
。

　

よ
く
調
べ
、「
沖
縄
の

心
」
を
感
じ
る
。
そ
れ
は
、

彼
女
の
傾
聴
の
仕
事
に
通

じ
る
。
全
て
を
受
け
止
め

て
そ
の
先
に
生
ま
れ
る
小

さ
な
変
化
、
明
日
に
向
く

明
る
さ
で
あ
る
。
国
会
議

員
が
「
ひ
め
ゆ
り
」
を
お

と
し
め
る
今
日
の
現
実
、

お
勧
め
で
す
。　
（
Ｎ
）

人
あ
た
り
31
万
７
千
円
と

な
り
ま
す
。
利
益
を
生
ん

だ
労
働
者
か
ら
こ
れ
だ
け

の
賃
上
げ
資
金
を
奪
い
、

株
主
に
差
し
出
そ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

で
あ
る
と
述
べ
同
氏
の
即

時
釈
放
を
命
じ
ま
し
た
。


